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 権利擁護部会 報告書 

会議名 第１回 権利擁護部会  

開催日時 令和６年７月１日（月） 10 時 00 分～12 時 00 分 

開催場所 板橋区役所 北館９階 大会議室 B 

出席者数 12 名（欠席 4 名） 傍聴者数 １名 

 

協議事項（１件） 

議題名 令和６年度障害者差別解消法セミナーの素案について 

概要 講師、講演内容、開催方法等について報告した。 

主な意見 

・学校関係機関にも周知してはどうか。 

→区内の大学や学校関係部署にもチラシを配布するなどして周知していく。 

・昨年同様、区の公式 SNS も活用してもらいたい。 

→今年度も区公式 LINE や X（旧 Twitter）等を活用して周知を図る。 

今後の 

方向性 
今後も、セミナーの進捗状況について報告していく。 

 

報告事項（４件） 

議題名 障がい者差別の相談等受付状況 

概要 

令和５年度の障がい者差別に関する相談受付件数、障がい別内訳件数を報告した。 

（令和６年３月末日時点での件数を報告） 

※今回は相談者の特定を防ぐため相談内容概要については報告を差し控えた。 

主な意見 特になし 

今後の 
方向性 

次回以降の報告方法ついて、事務局にて再検討を行う。 

 

議題名 障害者差別解消法の改正に伴う区の取組について 

概要 

・法改正の趣旨や障がい理解の促進を目的に、区民向け及び民間企業向けにリーフレッ

トやポスター等を活用し、周知を図っていく方向性を示した。 

・区の公式ホームページにおいて、区民の障がい理解促進のため、障がい種別ごとに 

障がい特性とサポートの具体例を記載した資料を掲載する予定を報告した。 

主な意見 

・リーフレットはどのようなものになるのか。 

→既成の型番を出版している事業者に印刷を依頼する予定。 

・区が作成した資料はリーフレットなどに掲載するのか。また、資料の内容変更は可能

か。 

→予算の都合上、掲載はしない。区の公式ホームページのみに掲載する。資料は今後、

内容をブラッシュアップしていくため、随時ご意見いただき、反映させていく。 
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今後の 
方向性 

リーフレット及びポスターの配布後、部会にて実績報告を行う。 

 

議題名 板橋区における障がい者虐待の通報等受付状況 ／ 障がい種別による比較について 

概要 

・令和５年度の障がい者虐待に関する通報件数、障がい種別等の内訳等を報告した。 

 （令和６年３月末日時点の数値を報告） 

※今回は被虐待者等の特定を防ぐため、対応状況の報告は差し控えた。 

・東京都全体と板橋区の虐待認定件数について、障がい種別ごとに比較し、分析した 

板橋区の傾向と今後の課題について報告した。 

主な意見・
質問／回答 

・障がい児に関する虐待通報受付件数は、家庭内での虐待事案も含まれているのか。 

→障がい児については、児童発達支援事業所や放課後等デイサービス事業所等、障が

い児福祉サービス事業所従事者等による虐待件数のみを計上している。 

 

・件数だけの報告では、議論が難しい。この場で議論が深められないと、権利擁護部

会の意義や方向性として、ずれてきてしまうのではないか。 

→権利擁護部会の役割として、事例検討を通して地域の対応力を向上させることがあ

る。再度、権利擁護部会の役割を全うできる体制を検討する。 

 

・虐待通報等を受けている件数のうち、虐待認定されていない事案が多くある。虐待

認定されなかった事案について、どのような内容だったのか、その後の対応等が気

になるところ。 

今後の 

方向性 
次回以降の対応状況報告方法ついて、事務局にて再検討を行う。 

 

議題名 令和６年度事例勉強会の実施について 

概要 

・事例勉強会の概要と開催時期の目途を報告した。 

（令和６年９月 17 日に事例勉強会を実施予定。） 

・令和６年度は、勉強会で取り上げる事例の内容に即した専門部会にも協力を依頼する

方針を示した。 

主な意見 

・虐待以外の判断をした事例についても、なぜ虐待までの判断に至らなかったのかが気

になるところ。勉強会では、虐待認定した事案に限らず、取り上げてもらいたい。 

→判断に迷った事例や、対応に苦慮する事例など、虐待有無だけにとらわれず、事例を

選定していく意向である。 

今後の 

方向性 

事例勉強会にて検討した内容や参加者からの意見等を、第２回以降の権利擁護部会で報

告することで、参加者以外へも共有を図る。 

 


